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対象児童 支援機能 規模　等

【近江学園】

〇対象障害児 〇入所支援

生活支援が必要な障害児 ■療育機能 ユニットケアの導入

【従前からの入所対象児】 ・中規模入所機能による集団療育 ■中規模入所（ユニット形式）

　・強度行動障害児、重度の自閉症児 ・健康支援（医局や栄養支援） 1ユニットあたり10人程度規模

　・二次障害を有する発達障害児 ■被虐待からの回復支援機能 ■小規模入所①（ユニット形式）

【現在増加傾向の対象児】 ・小規模、家庭的養護による育ちなおし 1ユニットあたり5～6人程度規模

　・被虐待や養護に欠ける障害児 ■小規模入所②（ユニット形式＋ワンルーム形式）

【その他】 １ユニットあたり5～6人＋ワンルーム形式の棟

■経済的・社会的自立への就労支援機能 ※2ユニットの2階にワンルーム形式棟を設置

・木工科、窯業科を中心とした作業訓練 ■小規模入所③

現行の「ひまわり」【現状維持】

○対象年齢 ○地域・在宅支援

学齢期（小学生～高校生）年齢を原則対象 ・短期入所、短期療育

中規模・小規模入所として70～80人程度

・緊急時の受入等のセーフティネット機能 短期入所・短期療育として15～20人程度

・巡回相談、日中一時支援、体験入園等 （H28.8.1現在入所者72人）

・支援技術の普及（研修機能強化等）

○地域移行支援

・自立定着支援（卒園後のアフターケア） 現行延床面積：生活棟計（食堂含む）2,173㎡

・家族再統合事業 　作業棟832㎡、管理棟：483㎡

【信楽学園】

○対象児 〇就労支援に特化した入所支援 〇定員規模の縮小の検討

・就労支援の必要な障害児・者 ・一般就労に向けて必要な生活訓練機能 （現状定員60人、H28.8.1現在入所者30人）

・入所支援の必要な発達障害児・者 ・職業教育、訓練機能とフォローアップ機能 ※高等養護学校志望者の将来予測等の見極めの必要性

○対象年齢 ○宿泊型自立訓練等による自立支援機能

・青年期障害児者（概ね15～25歳） ・18歳超での支援の仕組みの検討

○発達障害児者への入所支援

・発達障害者支援センターとの連携による支援

県立障害児入所施設の機能整理について

【参考】

○就労支援機能がより効果的に発揮できる立地の検討

【参考】延床面積：生活棟計1,489㎡、訓練棟計846㎡、管理棟560㎡

⇒学校卒業後、就労を継続できなかった青年障害者
等まで対象拡大の検討

○施設形態

※心理職配置による機能の強化の検討

※服薬コントロール等による回復支援の検討

　・幼少期からの入所継続児で中学校卒業後、就労
等の社会参加を目指す障害児

⇒有目的、有期の入所支援、保護者レスパイト等※就学前児童については、在宅支援サービスの
整備も進んでおり、在宅、児童養護施設等で対
応。その後学齢期より近江学園入所を原則とす
る。


